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イノベーション戦略/戦略的提携

戦略的提携

オープン・

イノベーション

内製
クローズ・

イノベーション

M&A

買収

遅い ← スピード → 早い

問題はその組み方（最適な）と
それに応じたビジネスモデル

低
い←

投
資
リ
ス
ク→

高
い

出典：大阪大学大学院 小林敏男教授 大阪ガスグループ「MOTスクール」講義資料より

Gawer，A. and M.A. Cusumano 2002年論文より

共通基盤技術の確立

中小企業 異分野
大手

大学
公的研究機関

材料の
R&D

部品の
R&D

ユニット
のR&D

システム
のR&D

材料の
R&D

部品の
R&D

ユニット
のR&D

システム
のR&D

材料の
R&D

部品の
R&D

ユニット
のR&D

システム
のR&D

材料の
R&D

部品の
R&D

ユニット
のR&D

システム
のR&D

材料の
R&D

部品の
R&D

ユニット
のR&D

システム
のR&D

ベンチャー
海外技術

研究者・技術者とＯＩ室が
徹底議論→外部探索ニーズ確定

外部探索
技術ニーズ
新パートナー

大阪ガス
コア技術

大阪ガス

出典：経済産業省 報告書を元に作成

従来のパー
トナーとの
共同開発



トヨタ／アイシンを加えた新4社開発体制
コア技術を結集し商品化を加速。

4

京セラ トヨタ／アイシン

ファインセラミック技術 システム化技術

コージェネレーション技術

SOFCモジュール
発電ユニット開発

排熱利用給湯暖房
ユニット開発

スタック耐久性
加速評価

SOFCセル
セルスタック開発

大阪ガス

発電ユニット
耐久・信頼性評価

オープン・イノベーション型に転換

コア技術を結集し、燃料電池ＳＯＦＣ商品化加速

家庭用燃料電池（SOFC）の開発完了およびエネファームtype S」の販売開始
（２０１２年４月２７日）

国内エネルギーサービス

世界最高
発電効率
４６．５％

世界最高
発電効率
４６．５％
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Fuel Gas

Current Collector

Cell
Air

Gas Manifold Fuel Gas Inlet 

Fuel Gas

Current Collector

Cell
Air

Gas Manifold Fuel Gas Inlet 

流量
調整器

発電ユニット

セルスタック

セル

補機類（ブロアー等）低ｺｽﾄ化
樹脂化【ベチャー】

高硬度化技術による超薄膜化

空気
予熱器

改質器

空気

都市ガス

水

セルスタック

排熱回収器

インバータ

ホットモジュール内の温度分布測定技術

「更なる高効率SOFC」 実現に向けた外部探索

低コスト集電材料
【大手材料メーカー】

スタック精密加工技術
【中小企業】

寿命予測・信頼性
評価手法【産学連携】

達成

探索中

新規酸化物材料

オープン・イノベーション室の活動



内部⇒外部
Out Innovation

内部で開発された技術を外部に
送り出し、新たな市場を創出する。

企業の境界（オープン）

内部研究課題

ライセンス

スピンオフ

外部⇒内部
InSouceing

外部のアイデアと技術を積極
的に活用し新製品を作る。

従来の市場

新しい市場

他社の市場
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保有技術の公開

技術ニーズの公開

「オープン・イノベーション」へパラダイムチェンジ
出典：オープンイノベーション ヘンリー・チェスブロウ

・２００８年 ９月 オープン・イノベーション仕組み構築の開始
・２００９年 ４月 具体的な技術ニーズの公開開始
・２０１０年 ４月 オープン・イノベーション室
・２０１３年１０月 オープン・イノベーション・カンファレンスin 東京
・２０１５年１０月 みらい共創フェアー＆オープン・イノベーションセミナー 6
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技術開発の加速・効率化
新規技術・商品の創出

①新規テーマ創出①新規テーマ創出 ②研究開発②研究開発 ③商品化開発③商品化開発 ④事業化④事業化

・開発製品の

競争力向上

技術のオープン化

外部技術の収集・分析・評価・活用

⑤インフラの高度化⑤インフラの高度化

大阪ガスグループ オープン・イノベーション室

「オープン・イノベーション」の推進方法

コア技術
の深化

「アライアンス・パートナー」「イノベーション・エージェント」開拓

技術ニーズの公開技術ニーズの公開 保有技術の公開

２００９年４月～ ２０１４年４月～



オープン・イノベーション推進体制

プレ調査

一次評価

技術評価

技術調査

アライアンス先
ネットワーク

海外

大学

公的
研究機関

中堅・大手

中小企業

ベンチャー

ニーズ・
技術探索依頼

技術戦略部
オープンイノベーション室

大阪ガスグループ
技術開発部門

探索方針
立案

国内：知財情報を活用
海外：調査会社を利用

オープンイノベーション会議
（各組織で２回/年開催）等
により方針の確認、見直し等実施

ヒアリング実施

イントラ内の
オープン・イノベーション・
データベースを活用

業務用・工業用
（ビジネス開発部）

家庭用
（商開部）

インフラ部門
（導管）

エンジニア部門
（エンジ部）

基盤研究
（研究所）

ＯＧグループ

リキッド

ケミカル

技術開発組織

OI担当者

アライアンス先
の選定

外
部
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

内
部
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

エージェント機能による内部・外部連携

探索
結果

8



特許分析（パテント・リザルト「BizCruncher」）

技術探索活動（プレ調査、海外探索）

•マッチング会等にて有望技術の提案が得られなかった
ニーズについて、特許分析を活用し、有望企業を抽出。
情報提供する。

9

海外技術（仲介機関ナインシグマの活用）

•低温排熱利用技術 ３２件の提案
•蓄熱密度の高い蓄熱材 ２０件の提案
•革新的エネルギー変換技術 ２０件の提案

＜２０１４年探索テーマ＞

１）調査依頼

大阪ガス

２）募集 約1万人

５）個別交渉

･成功率７５％
（交渉へ発展した率）

ナインシグマ

４）絞込み（2～3件） ３）提案

世界中の研究者
（約２00万人）

１００℃以下の熱を利用する革新的技術
海外企業開発の発電装置

革新的SOFC型燃料電池
海外企業のNDA締結し技術検討開始

＜これまでの成果＞

家庭用新型デシカント空調機
・顕熱熱交換器従来より１/3にコンパクト化
・吸湿材料の性能２倍にアップ

9



３拠点（大阪・東京・名古屋）マッチング会募集エリアを拡大し効率的探索

2014年度募集エリア

マッチング会開催地

過去マッチング会 又は、講演にて
マッチング会を呼びかけたエリア

■オープンイノベーション・プラットフォーム活用エリア拡大

・西日本エリア（大阪商工会議所主催）

２０１５年度 ６月２９日 支援機関向け

２０１５年度 ７月１３日 企業向け

・中部エリア（中部経済産業局主催）

２０１５年度 １０月２２日

・東日本エリア（りそな銀行主催）

２０１６年度 １月２５日

ステーションコンファレンス東京

大阪ガス＆東京電力 合同マッチング

大
阪

多
摩名

古
屋

国内技術マッチング会の実施

10



先進技術フェア2008

学識経験者
3%

国・行政
5%

ガス業界
14%

金融
2%

その他
16%

ゼネコン
14%

メーカー
46%

技術のオープン化「Ｒ＆Ｄ展示会」

支援機
関, 57

大学,
 16

企業,
134

公的研究
機関, 3

投資・
銀行,
14 行政, 33

みらい共創フェアー２０１５ １０月
展示：オープン・イノベーション・カフェ
講演：オープン・イノベーション・セミナー

顔の見える
シーズ募集

コーナーでの技術ニーズ紹介

①みらい共創フェア ： 約３，９００名参加
②ｵｰﾌﾟﾝ･ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ･ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ ： ２５７名参加

みらい共創フェア２０１１

11



【２００９年～２０１４年】６年間の実績

技術提案３５００件技術紹介１４００件

活用
１５７件

技術開発部門
ニーズ

オープン・
イノベーション室

大学、企業、ベンチャー
公的研究機関 等

探索依頼３５４件 ニーズ公開３５４件

オープンイノベーション活動で、１５７件（０９～１４年度）の外部技術導入

大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ

技術
導入

大手･中堅企
業

企業間の連携 ３７件

中小企業 マッチングイベント ８７件

ベンチャー 金融機関・ベンチャーキャピタル・との連携 １０件

公的研究機関 包括的連携 ２件

大学
産官学連携コーディネーターとの連携
個別大学との包括連携

１７件

海外
技術仲介会社、技術移転機関・ベンチャー
キャピタル等を通じた米国、ＥＵ等との連携

４件

12



ガス機器効用の科学的検証⇒おいしさＬａｂ へ展開

・ガスと電気のおいしさの違いを、科学的に、
初めて定量化可能
・大根煮物による官能評価・味覚センサ比較、

九大と各種学会にて共同で論文発表へ

・ガス火調理の優位性を強く訴求。

成 果

・産学連携コーデイネーターの紹介で、世界で初めて
“味覚センサー”を開発した九州大学との共同研究を実
施

産学連携産学連携

【味覚センサー】

【味覚センサーを活用したおいしさ研究】

②研究開発②研究開発

13



・当協定に基づく第一号の共同研究案件として、 「木質
ペレットと太陽熱を利用した地産地消エコキャンパスモ
デル実証実験」を実施。

成果

概要

・京大の産官学連携本部との包括連携協定をきっかけ
に、「エコキャンパスモデル実証実験」を共同実施。

・京大は、大阪ガスと研究開発テーマの発掘を目的とした
「包括連携協定書」を締結（２０１０年５月、民間企業と
の締結は初めて）

【京大 エコキャンパス実証 】

ソーラークーリング

木質ペレット焚き
吸収式例温水機

産学連携・共同研究産学連携・共同研究

大学との「研究開発テーマ発掘」を目的とした
オープンイノベーション連携【京都大学の事例】
大学との「研究開発テーマ発掘」を目的とした
オープンイノベーション連携【京都大学の事例】

多様化し複雑化した現代の技術開発ニーズに迅速に対応していくためには、個々のテーマ
ごとではなく、蓄積された技術シーズを横断的に掘り出してマッチングすることが必要

14

①新規テーマ創出①新規テーマ創出



大学シーズ活用型オープンイノベーション

・シンプルな携帯型簡易脳波計の利用で、
被験者実験が容易に実施可能（大学発ベンチャー技術）

・実環境下に近い状態での大規模な
データ収集が可能
・ミストサウナによる快眠効果という
新しい研究成果
・学会発表、新聞掲載、大阪ガスホームページ掲載な
どで発信。論文発表

成 果

外部から導入した技術

【ミストサウナの快眠効果研究】

新研究新研究

ベンチャー活用ベンチャー活用

技術開発効率ＵＰ

■大学発
ベンチャー

■産総研 ■大阪ガス× ×

AEセンサー精度向上SOFC信頼性評価手法確立

大阪大学_産業科学研究所

・ＡＥセンサー（音響の放出をセンサーで検知）を用いた検知

ＡＩ（人工知能）技術により飛躍的精度向上に成功した。

【大学シーズの用途探索WG 】

燃料電池（ＳＯＦＣ）信頼性評価の手法確立

新規出荷されたＳＯＦＣの信頼性向上に貢献

■大学
■大阪ガス

OI室
■機器

メーカー
× ×

④事業化④事業化①新規テーマ創出①新規テーマ創出

15
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＜提案者別集計＞ ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

提案者分類 ＯＩ室に外部から
提案された技術

OGG内にＯＩ室から
紹介した技術

導入に向けて
検討開始

試作発注、
共同開発等

に進展

大手・中堅 36 27 20 1
中小企業 309 135 28 12
ベンチャー 39 31 4 1
大学 33 30 3 2
公的研究機関 8 8 1 0
海外 37 37 1 1

総計 462 268 57 17

66

36

380

309

3

39

18

33

4

8

57

37

2013年度

2014年度

大手・中堅 中小企業 ベンチャー 大学 公的研究機関 海外

【２０１４年度】オープン・イノベーション活動実績

ズ
技術開発部門

ニーズ イノ シ ン室
オープン・

イノベーション室
大学、企業、ベンチャー

公的研究機関 等
大学、企業、ベンチャー

公的研究機関 等
技術提案４６６件技術紹介２７２件

探索依頼６８件
活用
１7件

ニーズ公開６８件

検討５7件
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「水素製造装置」競争力強化/新製品開発「水素製造装置」競争力強化/新製品開発

水素製造装置「ＨＹＳＥＲＶＥ」

外部から導入した技術

・安い装置コスト
・世界最小クラスの省スペース性
・自動運転・遠隔監視による無人運転

コンパクトな高性能熱交換器開発

コストダウン

熱交換器において 約６０％のコストダウン

コンパクト化

熱交換器において 約７０％のコンパクト化

事業化事業化

北大阪水素ステーション
（2015年4月21日 開所式）

開発したＡＮＣの特徴

3次元空間に広がった騒音を低減する

吸音、遮音対策が難しい低周波騒音に有効

音で音を消す新製品「スポットサイレンサー」の発売

2015年6月17日
大阪ガス株式会社
株式会社ササクラ

研究開発したＡＮＣシステムの
商品化が可能となった。
コンプレッサー等の回転機械から発生する低周
波騒音への対策が可能。

騒音対策装置の量産設計・製作技術

外部から導入した技術外部から導入した技術

効果

270H×220W×220D mm

水素ステーションに導入（新開発品）



ハロモナス菌を活用した３HBバイオマス材料開発ハロモナス菌を活用した３HBバイオマス材料開発

グローバル探索：革新的シーズ活用バイオ材料開発
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ハロモナス菌はバイオマス原料から種々の有用物質を化学合成より高効率・高純度
に生産可能。発酵して３HB生成に成功。量産化にも成功。

ナインシグマを活用探索し、産総研シーズを見つけて、共同研究へ

①新規テーマ創出①新規テーマ創出



2015年度「オープン・イノベーションの活動方針」

スピーディで効率的な技術開発の推進新しいテーマを創る 新しい事業を創る

技術開発の加速・効率化
新規技術・商品の創出

コア技術
の深化

大学・公的研究機関、海外ネットワーク 異分野アライアンス

外部研究・技術シーズ導入

・新規事業
アライアンス先開拓

・保有技術事業化
（外部と繋ぐ）

・技術融合
・新規テーマ化

外部研究・技術シーズ導入

ー「新連携」、「新結合」で、「新事業」を創造するー

19

ニーズ７４件



既存に近い

新規

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ビジネスモデル・事業領域
既存に近い 新規

国内ＯＩネットワーク活用
実績 1５７件

「Ｇａｍｅ－Ｃｈａｎｇｅｒ」

新規テーマ創出
（大学・公的研究機関・
海外とのネットワーク）

既存領域での
技術開発の効率的推進 保有技術のビジネス化

（異分野アライアンス）

新しい
コアの創生

20

新事業領域

Radical Innovation

新規市場



新事業に向けた新規テーマ化の仕組み例

熱マネジメント技術
（蓄熱材、熱搬送、排熱利用など）

環境技術（水処理、
空気浄化、廃棄物利用など）

電力マネジメント
（発電、蓄電、変換、パワーなど）

材料技術（耐熱材、断熱材、
ナノ材料、バイオ材料など）

計測・制御（センサー、ロボット、
非破壊検査、ヘルスケアなど）

燃料電池関連技術

（高効率化・コストダウン・コンパクト化）

ICT技術（Iotによる機器の高度化、
無線通信・給電 等）

金
融
機
関
（
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）

ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
部
門

募集分
野
提
示

有
望
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

２
０
０
０
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ベンチャー
プレゼン

オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
室

提案

大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
技
術
開
発
部
門

共創の場
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・新規蓄電システム実証開始
・客先工場で排水処理テスト
・ＩＯＴ、ロボットの海外ＶＢ紹介



新機能で新事業を実現するコンセプトを考える人材

価値創造型オープン・イノベーション
【MOTスクール１期生】

新市場（海外自動車業界に導入）

新用途に適した新機能

■ 大阪ガスグループコア技術

活性炭（世界第三位）

■ ベンチャー技術
マイクロカプセル蓄熱材

×

技術融合

共創

吸着材 大学との共同研究で
新規コアコンピタンス創生

吸着性能
飛躍的向上

マイクロカプセ
ル材料革新に
よる強度向上

共同研究

共同
研究

ベ
ン
チ
ャ
ー

中
小
企
業

共同
開発

大
阪
ガ
ス
ケ
ミ
カ
ル
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「オープン・
イノベーションの
マネジメント」
米倉 誠一郎 ・清水 洋 編著
一橋大学イノベーション研究センター
2015年３月発売 有斐閣

「オープン・イノベーション
の教科書」
星野 達也
ナインシグマ 著
2015年２月 発売 ダイヤモンド社

空前の「オープン・イノベーション」のムーブメント
大手企業ＯＩ専門組織間のネットワーク化を計画

「オープン・イノベーションの衝撃」
東洋経済新報社

一橋ビジネスレビュー2012年ＡＵＴ．６０巻２号：

大
企
業
Ｏ
Ｉ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
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◆ビジネス

・オープン・イノベーショ
ンプラッ トフォームによ
り、実際にビジネ スの立
ち上げを支援する

事業の成果

◆レクチャー・講座開催

・オープン・イノベーション
の必要性

・オープン・イノベーション
とは何か を知る

意識改革

◆実践

・実際にプラットフォーム
を経験し、 より知識を深
める

・自社で仕組みをつくる

専門職の育成

大阪ガスが中心的になって先駆的に取り組むプラットフォームのシステムがモデルになる

仕組みがわかる 実践できる ビジネス創出

ビジネス化サポート

ここに来れば

「オープン・イノベーションを理解し実践出来る」

オープン・イノベーション
実践プログラム

オープン・イノベーション
基礎プログラム

新事業創出
支援サポートプログラム

基盤サポート 実践サポート

ＣＴＯフォーラム 開催 オープン・イノベーション推進者交流会議

全国スーパープロデューサー会議 （全国のイノベーションエージェント）開催

オープン・イノベーションシンポジウム、国際オープン・イノベーション・サミット等開催
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「徹底的な顧客志向の追及」×「革新的研究シーズ」
⇒新しいビジネス創出

新たなニーズの発見新たなニーズの発見

異分野ワークショップ

で、新結合

・食品 ＋ 空調

＋ﾌｨｯﾄﾈｽ ＋ 製薬

・・・・・・

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

創
出

新しいコンセプト創造
・試作（プロトタイプ）
・金融
・フィールドテスト

・・・・・・

ビジネスモデルの検討ビジネスモデルの検討

新しいビジネスモデル
試作品（プロトタイプ）
・幅広いお客様に提示
・評価、反応を得る

・・・・・・

ビジネスモデルの検証ビジネスモデルの検証

フュ－チャーセンター 高速プロトタイピング リビング・ラボ

■開発したものを売る⇒売れるものを開発する。徹底的な顧客志向

■リニアモデル⇒顧客起点の価値創造モデルへ転換



産学連携が成功する為には、
イノベーション・エージェントが必要不可欠

企
業
の
技
術
開
発
部
門

企
業
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部
門

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

大
学
・
研
究
機
関
（産
学
連
携
部
門
）

海

外

研
究
機
関

海
外
企
業

ベ
ン
チ
ャ
ー

連
携

R&D戦略、
研究開発計画立案

基礎研究

応用研究

設計・開発

生産管理・事業化

マーケティング

戦略策定
（ビジョン、シナリオ）

分析力
提案力

応用力
展開力

MOT教育

専門性
ヒューマン
ネットワーク

シーズ
分析力

ニーズ
提案力

MOT
教育

異
分
野
企
業

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

科
学
技
術
シ
ー
ズ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

オープン・ イノベーション・プラットホーム

企業のＲ＆Ｄプロセス シーズの分析
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「オープン・イノベーションの実践」に向けた
プラットホーム構築

科学技術シーズ・プラットホーム

イノベーション・エージェント
・企業の「オープンイノベーション」支援

・研究シーズの分析・融合と事業化支援

大学・公研
等ＯＩ部門

収
益
事
業
化

アイディア・技術
の導入・導出

Startup’s

ア
イ
デ
ィ
ア
創
出

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築

P
ro

je
c
t M

a
kin

g

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

資
金
調
達

グローバル
オープン・
イノベーション

必
要
な
シ
ー
ズ
獲
得

新
規
テ
ー
マ
化

消
費
者
の
観
察
・
理
解

収
益
事
業
化

外
部
と
事
業
・
技
術
融
合

新
た
な
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン
ス

ベンチャー情報

事
業
コ
ン
セ
プ
ト
確
立

最適な技術
を創り・融合する

市場化戦略
プロセスを創る

社会を変える
新たな価値創造

ステップ３（２）
ビジネスモデル

を創る

ステップ２

る
（１）

新たな市場を創造する
製品コンセプトを創る

ステップ１ ステップ５ステップ４

シーズ情報 ベンチャー
ビジネスモデル情報

海
外
企
業
・

ベ
ン
チ
ャ
ー

海
外

Ｒ
＆
Ｄ
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イノベーション創出
の場

ガス会社
A

メーカー企業
大学・国研
中小企業
C・D・E

エネルギー・
カンパニー

B

ベンチャー・
海外技術

F・G

外
部
技
術
の
獲
得

技
術
の
外
部
化

有望技術 有望技術

技
術
評
価

技
術
評
価

知
財
評
価

知
財
評
価

技
術
評
価

技
術
評
価

知
財
評
価

知
財
評
価

大阪ガスグループ
オープン・イノベーション
プラットホームの活用

海外

製品の ストダウン

技術開発スピードアップ
製品の品質向上

製品のコストダウン

ベンチャー

中小企業

中堅・大手

公的
研究機関

大学

オープン・イノベーションを常に進化させ
「グローバル・オープン・イノベーション」で新たな市場創出を
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